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評
・
紹

批

介

斯
波
義
信
箸

宋
代
江
南
経
済
史
の
研
究

中

砂

明

徳

本
書
を
絹
い
た
時
、
先
ず
自
に
つ
く
の
が
著
者
の
視
野
、
目
配
り
の
庚
き
で

あ
る
こ
と
は
誰
し
も
異
存
の
無
い
と
こ
ろ
だ
ろ
う
。
近
年
、
宋
代
以
降
の
中
園

祉
曾
に
つ
い
て
、
あ
る
地
域
に
焦
貼
を
合
わ
せ
、
時
開
軸
を
で
き
る
限
り
長
く

と
っ
て
考
察
し
た
「
粧
品
聞
史
」
研
究
が
海
外
で
次
々
と
公
刊
さ
れ
て
い
る
。
著

者
は
そ
う
し
た
闘
際
規
模
で
の
中
園
皐
の
動
向
を
い
ち
は
や
く
キ
ャ
ッ
チ
し
、

ま
た
的
確
に
そ
の
位
置
づ
け
を
行
っ
て
い
る
。

我
々
は
海
外
の
研
究
成
果
に
つ
い
て
、
一
部
の
、
既
に
古
典
と
目
さ
れ
て
い

る
著
作
を
別
に
す
る
と
、
知
る
所
が
存
外
に
砂
い
。
従
来
の
斯
界
の
蓄
積
の
上

に
立
っ
て
他
を
見
下
ろ
す
、
と
ま
で
は
言
わ
な
い
が
、
彼
我
の
賃
設
的
成
果
の

レ
ベ
ル
云
々
は
さ
て
措
く
と
し
て
も
、
こ
う
し
た

「
祉
曾
史
」
研
究
が
輩
出
す

る
皐
問
潮
流
に
測
深
の
錘
を
下
ろ
し
て
み
る
こ
と
に
不
熱
心
な
よ
う
に
思
う
。

そ
れ
だ
け
に
著
者
の
手
際
は
一
層
鮮
や
か
に
映
る
の
で
あ
る
。

木
警
は
序
章
の
副
題

「
な
ぜ
空
聞
が
問
わ
れ
る
か
」
が
端
的
に
示
し
て
い
る

よ
う
に
、
中
園
粧
品
聞
の
歴
史
的
空
聞
を
姐
上
に
載
せ
、
ま
ず
地
域
偏
差

・
比

較

・
生
態
系
を
め
ぐ
る
皐
設
整
理
を
行
う
。
そ
し
て
前
篇
で
宋
代
長
江
下
流
域

の
経
済
景
況
を
大
把
み
に
し
た
後
、
空
聞
を
絞
り
、
込
ん
で
個
々
の
事
例
を
論

じ
、
「
豆
地
威
」
の
ケ
l
ス
ス
タ
デ
ィ
た
る
後
篇
で
は
、
時
開
軌
を
清
末
民
初

ま
で
延
ば
し
、
寧
波
・
紹
興
の
都
市
・
一
商
業
・
水
利
の
問
題
を
詳
細
に
摘
き
出

し
て
い
る
。

序
章
宋
代
の
祉
曾
経
済
と
地
域
偏
差

て
考
察
の
端
緒

端
緒
と
銘
打
た
れ
て
い
る
が
、
著
者
が
貧
欲
な
ま
で
に
赫
接
諸
科
察
の
成
果

を
吸
枚
し
つ
つ
鍛
え
上
げ
て
き
た
研
究
方
法
論
が
呈
示
さ
れ
、
す
ぐ
れ
た
翠
間

的
鳥
敵
固
と
な
っ
て
い
る
。

著
者
が
歴
史
の
一
一
一
要
件
と
す
る
事
件
史
(
個
人
的
時
開
)
、
動
態
史
H
景

気
後
動
史
(
社
合
的
時
開
)
、
構
造
史
(
地
理
的
時
開
)
が
プ
ロ

l
デ
ル
の

ぷ
芯
口
OB
OE
-
w
z
g三
g
n
Z『
ow--が
可

gnE
『

0.w
に
ほ
ぼ
重
な
り
合
っ
て
い

る
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
。
「
法
王
」
ブ
ロ

l
デ
ル
の
光
被
た
る
や
絶
大
な

る
も
の
が
あ
り
、
ア
ジ
ア
史
研
究
に
於
い
て
も
チ
ョ

l
ド
リ
、
リ
l
ド
ら
が

「
イ
ン
ド
洋
」

「
東
南
ア
ジ
ア
」
世
界
に
「
地
中
海
世
界
」
概
念
の
適
用
を
試

み
て
い
る
。
し
か
し
、
こ
れ
ら
海
洋
世
界
と
中
図
駐
舎
は
自
ら
性
質
を
異
に
す

る
。
三
要
因
の
絡
み
合
い
の
中
で
歴
史
を
把
え
る
こ
と
、
後
三
者
に
章
一駄
を
置

き
な
が
ら
、
事
件
史
、
物
語
史
的
叙
述
を
再
構
成
さ
れ
た
文
脈
の
中
に
改
め
て

着
床
さ
せ
る
こ
と
、
そ
う
し
た
問
題
関
心
を
こ
そ
共
有
し
て
い
る
と
言
う
べ
き

だ
ろ
う
。

著
者
の
嬢
る
空
間
設
定
は
ス
キ
ナ
ー
が
提
唱
し
た
「
大
地
減
」

(自
民
2

3
四
回
O

ロ
)
で
あ
る
。
こ
の
区
分
は
少
な
く
と
も
海
外
の
研
究
者
の
開
で
は
共
通

の
前
提
と
な
っ
て
い
る
ら
し
い
。
こ
こ
二
、
三
年
の
聞
に
刊
行
さ
れ
た
チ
ャ
フ

ィ
!
の
科
牽
制
研
究
、
イ
ー
ス
ト
マ
ン
の
明
清
以
降
を
通
観
し
た
研
究
や
、
ナ

カ
ン

・ロ

ウ
ス
キ
共
著
の
十
八
世
紀
祉
曾
史
と
い
っ
た
空
聞
を
考
察
の
封
象
に

据
え
た
研
究
を
見
る
と
、
必
ず
と
言
っ
て
よ
い
程
、
河
川
城
を
目
安
と
し
た
八
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大
医
分
を
意
識
し
、
若
干
の
修
訂
を
行
い
な
が
ら
も
こ
れ
を
前
提
と
し
て
い

る。
こ
の
う
ち
本
書
の
主
た
る
封
象
は
「
長
江
下
流
減
」
1

江
蘇
・
安
徽
爾
省
の

南
半
と
掘
削
江
省
北
半
ー
で
あ
る
。
こ
の
「
大
地
域
」
で
は
唐
代
牢
ば
以
降
、
所

謂
「
工
聞
学
的
適
感
」
(
土
木
的
改
良
〉
と
「
農
四
年
的
封
磨
」
(
品
種
の
選
揮

等
〉
が
積
み
重
ね
ら
れ
、
-
次
第
に
支
谷

・
扇
状
地
↓
上
部
デ
ル
タ
↓
下
部
デ
ル

タ
へ
と
定
住
・

農
業
の
核
心
威
が
移
行
し
て
い
っ
た
。
そ
う
し
た
第
化
は
交

通
・
都
市
・
市
場
と
い
っ
た
生
態
系
を
構
成
す
る
諸
要
因
に
も
嘗
然
影
響
を
及

ぼ
さ
ず
に
は
お
か
な
い
。
著
者
は
高
谷
好
一
氏
の
チ
ャ
オ
プ
ラ
ヤ
1
川
流
域
の

研
究
に
接
り
な
が
ら
、
ス
キ
ナ
l
の
地
文
地
域
論
に
於
い
て
は
潜
在
輿
件
と
さ

れ
が
ち
な
「
核
心
威
」
「
中
橋
貼
」
の
生
成
過
程
を
動
態
的
に
把
え
よ
う
と
す

る。
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二
、
宋
代
社
舎
と
長
江
下
流
域

全
鐙
的
な
歴
史
叙
述
と
長
江
下
流
域
濁
自
の
周
期
的
循
環
、
全
図
的
レ
ベ
ル

と
ミ
ド
ル
レ
ベ
ル
の
聞
の
ず
れ
と
接
合
黙
を
見
出
す
べ
く
七
期
の
匡
分
が
試
み

ら
れ
る
。

先
ず
宋
初
か
ら
仁
宗
期
を
第
{
期
と
し
、
更
に
呉
越
園
卒
定
を
以
て
中
仕
切

り
定
立
て
る
。
呉
越
園
の
フ
ロ
γ
テ
ィ
ア
開
設
の
後
を
承
け
た
宋
朝
は
江
南
の

農
業
振
興
、
品
種
改
良
に
カ
を
入
れ
る

-
方
、
年
上
供
米
六
百
高
石
の
原
額
を

定
立
し
て
「
軽
税
」
に
据
え
置
き
、

「透
飼
の
た
め
の
内
地
コ
ロ
ニ
ー
」
を
育

成
し
た
。

第
二
期
は
慶
暦
改
革
を
含
み
込
む
時
期
で
、
財
政
の
窮
迫
か
ら
田
制

・
税
制

の
見
直
し
が
計
ら
れ
、
全
図
的
な
水
利
輿
修
の
中
で
、
長
江
下
流
成
も
上
昇
へ

の
始
動
に
入
る
。
王
安
石
新
法
か
ら
北
宋
滅
亡
に
至
る
第
三
期
は
こ
の
地
続
に

安
定
し
た
耕
地
が
大
量
に
資
さ
れ
、
全
園
の
中
で
そ
の
比
重
が
-
一
層
高
め
ら
れ

た
上
昇
期
で
あ
る
。
同
時
に
、
そ
れ
ま
で
ど
ち
ら
か
と
言
え
ば
野
放
し
吠
態
に

あ
っ
た
大
姓
の
土
地
包
占
に
漸
く
監
観
の
眼
が
向
け
ら
れ
、
保
甲
・
方
田
・
限

田
と
い
っ
た
法
網
が
か
ぶ
せ
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

関
一
躍
北
伐
を
分
水
嶺
と
し
て
南
宋
は
二
期
に
分
け
ら
れ
る
。
第
四
期
は
混
鋭

か
ら
立
ち
直
っ
た
政
府
が
経
界
法
、
水
利
改
修
を
推
進
し
た
も
の
の
、
む
し
ろ

勢
豪
に
よ
る
湖
回
・
園
田
経
営
に
よ
っ
て
特
徴
づ
け
ら
れ
る
質
質
的
成
長
期
で

あ
る
の
に
封
し
、
第
五
期
は
制
度
枠
組
の
動
揺
の
中
で
枇
舎
経
済
が
下
降
に
向

い
、
殿
火
と
臨
安
の
首
都
地
位
喪
失
が
こ
れ
に
追
い
討
ち
を
か
け
る
。
第
六
期

の
元
朝
で
は
下
降
が
明
ら
か
で
あ
り
、
明
朝
成
立
の
第
七
期
を
ま
っ
て
漸
く
上

昇
始
動
期
に
入
る
。

王
朝
史
を
彩
る
様
々
な
事
件
、
新
法
・
経
界
・
和
雑
・
公
団
と
い
っ
た
制

度
、
そ
し
て
長
江
下
流
域
の
経
済
の
周
期
繁
動
を
包
括
的
に
叙
述
し
よ
う
と
し

た
こ
の
時
期
区
分
論
を
著
者
は
暫
定
的
な
も
の
と
断
わ
っ
て
い
る
が
、
こ
れ
は

本
書
の
脊
梁
部
分
を
成
し
て
い
る
。
そ
の
検
査
は
前
篇
に
ま
た
ね
ば
な
ら
な

、U
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前
篇
宋
代
長
江
下
流
域
の
経
済
景
況

て
宋
代
長
江
下
流
域
の
生
産
性

上
記
の
時
期
匿
分
に
則
っ
て
、
畝
嘗
り
稲
米
生
産
性
、
戸
数
、
そ
れ
ら
に
か

け
ら
れ
る
財
政
墜
力
の
推
移
が
数
量
化
し
た
形
で
示
さ
れ
る
。

畝
嘗
り
牧
量
そ
の
も
の
を
一
示
す
史
料
は
そ
れ
程
数
多
く
な
い
の
で
、
誤
差
は

や
む
を
得
な
い
と
断
っ
た
上
で
租
額
の
倍
数
(
租
率
を
十
分
の
五
と
し
て
〉
が

補
助
資
料
と
し
て
使
わ
れ
る
。
著
者
の
設
定
し
た
空
関
匡
分
(
宋
代
の
府
州
を

山
地
・
卒
地
比
率
に
よ
っ
て
区
分
し
た
も
の
。
柚
原
め
コ
ア
と
ベ
リ
フ
ェ
リ
が
設
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定
さ
れ
る
の
で
は
、
動
態
的
な
把
復
志
向
と
矛
盾
す
る
貼
が
無
く
も
な
い
が
、

史
料
の
性
質
か
ら
い
っ
て
己
む
を
得
な
い
の
だ
ろ
う
。
但
し
、
雨
者
の
臨
界

線
、
サ
プ
リ
ジ
ョ
ン
の
根
践
は
必
ず
し
も
一
ホ
さ
れ
て
い
な
い
)
の
う
ち
コ
ア
域

に
は
畝
枚
三
石
以
上
の
事
例
が
見
ら
れ
る
。

然
し
、
そ
の
中
瓶
、
蘇
州
に
於
て

す
ら
内
部
偏
差
は
著
し
く
、
新
回
の
生
産
性
は
低
い
。
ベ
リ
フ
ェ
リ
域
の
准

商
、
長
江
沿
流
は
史
料
上
、
屯
・
営
団
の
記
事
が
主
で
あ
る
魚
、
そ
の
数
値
に

は
閲
荒
優
遇
措
置
を
勘
案
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
も
の
の
、
そ
の
低
生
産
性
は

覆
い
隠
し
ょ
う
も
な
い
。
時
期
に
よ
る
有
信
用
差
は
コ
ア
・
ベ
リ
フ

ェ
リ
い
ず
れ

に
於
て
も
認
め
ら
れ
な
い
。

こ
れ
に
針
し
、
戸
数
、
人
口
密
度
に
は
地
域
、
時
期
に
よ
る
繁
動
が
は
っ
き

り
と
確
か
め
ら
れ
る
。
呉
越
併
合
蛍
時
、

コ
ア
・
ベ
リ
フ
ェ
リ
と
も
人
口
密
度

は
低
水
準
に
止
ま
り
、
雨
者
の
落
差
も
微
少
で
あ
っ
た
が
、
や
が
て
上
部
デ
ル

タ
で
急
上
昇
が
起
こ
る
。

第
二
、
三
期
は
雨
者
共
に
成
長
期
で
あ
る
が
、
特
に
コ
ア
の
核
心
域
、
下
部

デ
ル
タ
の
蘇
州
が
爆
渡
的
な
伸
び
を
一
示
す
。
第
四
、
五
期
は
コ
ア
が
急
成
長
を

繍
け
る
一
方
、
ベ
リ
フ
ェ
リ
は
定
率
成
長
に
止
ま
る
か
減
速
傾
向
を
示
す
。

元
、
明
初
に
か
け
て
は
杭
州
が
急
滋
す
る
ほ
か
、
ホ
中
ね
減
少
に
縛
じ
、
そ
の
中

で
蘇
州
の
み
が
減
速
し
な
が
ら
も
成
長
し
績
け
る
。

次
に
こ
れ
ら
に
か
か
る
財
政
廃
力
|
秋
苗
師
酬
を
み
る
と
、
方
田

・
経
界
と
い

っ
た
法
網
が
張
り
め
ぐ
ら
さ
れ
た
に
も
拘
ら
ず
、
宋
一
代
を
通
じ
て
静
的
な
停

滞
を
示
し
て
い
る
と
言
え
る
。
杭
州
選
都
、
官
丘
(
駐
在
に
よ
る
穀
物
需
要
の
急

騰
に
か
か
わ
り
な
く
、

「原
額
主
義
」
の
財
政
枠
組
は
殆
ん
ど
獲
化
し
な
い
。

政
府
は
一
商
税
の
増
加
、
加
耗
の
徴
収
、
留
州
部
分
の
削
減
等
の
蒲
縫
策
、
和
線

に
よ
る
糧
殺
の
補
填
で
劉
症
療
法
に
努
め
る
。
漸
く
、
モ
ン
ゴ
ル
防
衛
に
よ
る

財
政
歴
力
の
増
大
が
、
「
軽
衝
薄
賦
」
の
放
棄
、
公
団
法
の
施
行
に
踏
み
切
ら

せ
、
こ
れ
が
元
、
明
に
受
け
緯
か
れ
て
い
く
。

以
上
を
組
合
し
て
著
者
は
第
一
期
の
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
性
、
第
二
、
三
期
の
蘇

州
低
地
デ

ル
タ
の

「
急
成
長
」
、
行
政
経
費
の
増
大
を
に
ら
み
つ
つ
、
成
長
を

捕
捉
し
よ
う
と
し
た
諸
法
、
第
四
期
の
遜
都
が
一
大
刺
激
と
な
っ
て
生
じ
た
コ

ア
と
ベ
リ
フ
ェ
リ
の
絡
差
増
大
、
第
五
期
の
流
通
財
に
偏
し
た
過
重
な
財
政
区

と
硬
直
し
た
税
制
に
よ
る
白
雛
作
用
を
結
論
と
し
て
引
き
出
し
て
い
る。

長
江
下
流
域
の
生
産
性
の
数
量
化
と
い
え
ば
、
先
行
し
て
夜
表
さ
れ
た
宮
津

知
之
氏
の
「
宋
代
先
進
地
帯
の
階
層
構
成
」
〈
鷹
陵
史
祭
一

O
、
一
九
八
五
)

が
参
照
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。
扱
う
空
関
の
庚
狭
、
区
分
の
設
定
の
仕
方
の
遠

い
は
蛍
然
と
し
て
、
よ
り
針
照
的
な
の
は
、
著
者
が
戸
数
、
人
口
密
度
を
重
視

す
る
(
ス
キ
ナ
l
の
調
貼
の
縫
承
と
思
わ
れ
る
)
の
に
封
し
、
宮
淳
氏
は
土
地

所
有
額
を
勘
案
し
て
い
る
所
で
あ
る
。
蘇
州
の
新
田
(
易
回
、
三
易
回
の
庚
汎

な
存
在
)
の
低
生
産
性
は
雨
者
の
共
に
指
摘
す
る
所
だ
が
、
戸
口
増
に
よ
る
急

成
長
か
、
土
地
の
細
分
化
か
、
カ
貼
の
霞
き
ど
こ
ろ
が
少
し
く
異
な
る
。
「
宋

代
の
先
進
地
帯
」
を
め
ぐ
っ
て
は
近
年
稲
作
の
ア
ジ
ア
史
規
模
で
の
見
直
し
が

提
唱
さ
れ
、
今
後
も
議
論
が
深
め
ら
れ
て
ゆ
く
だ
ろ
う
が
、
著
者
も
指
摘
し
て

い
る
包
占
現
象
の
針
極
に
お
い
て
進
行
し
て
い
る
所
有
の
細
分
化
現
象
の
中

で
、
「
成
長
」
の
内
容
を
吟
味
す
る
必
要
が
あ
ろ
う
。
著
者
自
身
の
言
葉
を
借

り
れ
ば
「
大
土
地
所
有
の
正
負
の
数
果
」
が
測
定
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。

ま
た
、
こ
こ
で
強
調
さ
れ
て
い
る
財
政
枠
組
の
生
産
性
へ
の
歴
カ
の
問
題
は

農
業
史
と
制
度
史
の
重
要
な
接
貼
だ
が
、
そ
の
検
討
は
第
三
草
に
委
ね
ら
れ
て

い
る
。
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二
、
長
江
下
流
域
の
水
利
組
織

前
章
の
問
題
に
未
だ
検
討
の
品
跡
地
が
残
さ
れ
て
い
る
の
に
封
し
、
本
章
の
テ



ー
マ
広
関
し
て
は
『
江
南
文
化
開
設
史
』
を
初
め
と
し
て
、
『
中
園
水
利
史
研

究
』
等
に
於
て
着
寅
に
事
例
研
究
が
進
め
ら
れ
て
き
て
い
る
。

著
者
は
高
谷
氏
の
モ
デ
ル
に
擦
っ
て
こ
れ
ら
の
蓄
積
に
整
序
を
奥
え
た
。
二

O
四
l
一
七
頁
の
水
利
工
事
表
を
扇
吠
地
、
上
部
デ
ル
タ
、
下
部
デ
ル
タ
ご
と

に
分
類
し
た
一
七
八
頁
の
表
2
が
そ
の
成
果
で
あ
る
。
こ
れ
に
よ
っ
て
佐
藤
武

敏
、
青
山
定
雄
雨
氏
の
研
究
と
共
に
、
江
南
水
利
研
究
の
基
礎
文
献
が
出
揃
っ

た
感
が
あ
る
。
こ
の
後
の
個
別
的
事
例
研
究
で
意
識
さ
れ
て
い
る
維
持
組
織
、

施
行
主
鐙
、
そ
し
て
そ
の
記
録
、
編
纂
者
の
認
識
レ
ベ
ル
の
問
題
を
、
限
定
さ

れ
た
史
料
の
中
で
、
時
期
的
繁
濯
に
即
し
て
総
健
的
に
考
察
し
、
明
清
期
と
較

量
す
る
こ
と
が
今
後
の
課
題
と
な
ろ
う
。

569 

三
、
長
江
下
流
域
の
市
経
問
題

宋
代
税
制
の
基
調
を
な
し
て
い
る
と
著
者
の
強
調
す
る
軽
税
率
通
則
と
原
額

主
義
の
た
め
に
、
財
政
が
硬
直
を
き
た
し
た
。
こ
れ
を
菊
縫
す
る
の
が
市
線
の

活
用
で
あ
る
。
本
章
は
従
来
個
別
的
に
取
り
扱
わ
れ
る
傾
向
に
あ
っ
た
市
雑
の

問
題
を
、
通
観
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
第
一

章
で
と
り
あ
げ
た
財
政
座
力
の
推
移

を
考
え
よ
う
と
し
た
も
の
で
あ
る
。

北
宋
期
の
東
南
摘
出
米
六
百
世
間
石
の
歓
は
京
師
の
消
費
量
に
ほ
ぼ
見
合
っ
た
数

で
あ
り
、
河
北
・
河
東
・
侠
西
三
路
糧
草
の
七
割
前
は
市
雑
に
仰
が
ね
ば
な
ら
な

か
っ
た
。
然
し
、

交
引
の
濫
設
は
商
人
の
債
格
操
作
を
招
い
た
た
め
、
政
府
は

「
見
銭
主
義
」
に
よ
っ
て
市
経
の
主
導
権
を
取
り
戻
し
、
農
民
の
生
産
徐
剰
の

直
接
的
吸
牧
を
計
っ
た
。
さ
ら
に
末
年
の
多
難
に
よ
っ
て
「
均
殺
・
勘
薙
」
と

い
っ
た
、
よ
り
一

一層
直
接
的
な
強
制
手
段
が
取
ら
れ
、
長
江
下
流
域
も
そ
の
中

に
捲
き
込
ま
れ
る
に
至
っ
た
。

南
宋
で
は
秋
苗
上
供
原
額
と
寅
徴
額
の
聞
に
百
三
十
世
間
石
以
上
の
聞
き
が
あ

っ
た
の
で
(
百
高
石
の
減
額
プ
ラ
ス
折
銭
分
の
三
十
五
高
石
)
、
こ
の
分
を
和

維
に
よ
っ
て
補
填
す
る
必
要
が
あ
っ
た
。
こ
の
額
が
商
船
削
七
十
六
薦
、
三
総
領

所
計
四
十
六
寓
五
千
石
と
い
う
形
で
割
り
ふ
ら
れ
て
い
た
が
、
軍
事
費
膨
脹
の

た
め
六
百
高
、
買
似
道
の
時
代
に
は
八
百
高
石
に
遼
し
た
。
そ
れ
に
伴
い
、

「
置
場
牧
縫
」
か
ら
直
接
的
な
-
率
賦
課
の
「
科
懇
」
へ
と
縛
じ
、
中
等
小
戸

を
窮
迫
に
追
い
込
み
、
湖
南
、
江
西
の
小
川
に
過
重
な
負
婚
を
強
い
た
。

著
者
は
公
回
法
護
布
の
背
景
を
整
理
し
、
末
尾
に
市
緑
の
史
料
を
地
域
毎
に

分
類
し
た
附
表
を
掲
げ
る
。
先
行
業
績
と
の
重
複
を
避
け
、
江
南
と
の
か
か
わ

り
を
考
え
る
上
で
、
記
述
の
重
貼
は
南
宋
に
あ
る
。
南
宋
の
地
方
官
が
任
地
の

財
政
と
市
縫
の
関
係
を
精
細
に
論
じ
た
文
章
は
数
多
く
、
こ
の
問
題
は
財
政
史

を
解
く
一
つ
の
鍵
と
な
る
。
そ
の
結
果
、
浮
彫
り
に
さ
れ
た
の
は
一
章
で
述
べ

ら
れ
た
経
済
景
況
と
財
政
の
ズ
レ
で
あ
る
。

政
策
史
の
租
述
に
甘
ん
じ
る
こ
と
な
く
、
経
済
の
動
き
と
財
政
の
ズ
レ
(
「
成

長
」
の
捉
え
方
次
第
で
そ
の
中
味
も
か
わ
っ
て
く
る
が
〉
を
構
造
と
し
て
把
え

る
覗
黙
は
重
要
で
あ
る
。
然
し
、
附
表
に
示
さ
れ
た
史
料
は
ま
だ
羅
列
的
で
、

中
央
・
地
方
レ
ヴ
ェ
ル
の
切
り
分
け
、
相
互
連
闘
の
解
明
が
課
題
と
し
て
残
さ

れ
て
い
る
。
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四
、
都
市
化
の
局
面
と
事
例

農
業
経
済
と
共
に
本
書
の
桂
と
な
っ
て
い
る
都
市
化
の
問
題
が
検
討
さ
れ

る
。
都
市
化
の
一
般
的
局
面
に
つ
い
て
域
周
規
模
の
デ
ー
タ
を
分
析
考
察
し
た

第
一
節
と
、
首
都
杭
州
の
復
原
を
軸
と
し
て
中
園
都
市
の
複
合
的
性
格
の
抽
出

を
試
み
た
第
二
、
三
節
か
ら
成
る
。

先
ず
、

章
有
道
の
清
末
都
市
の
形
態
研
究
を
意
識
し
つ
つ
、
成
周
・
門
数
・

減
濠
等
の
デ
ー
タ
が
蒐
集
さ
れ
る
。
そ
の
中
心
は
『
永
祭
大
典
』
に
史
料
を
多
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く
残
す
江
西
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
デ
ー
タ
を
、
上
位
(
路
治
以
上
)
、
中
位
(
府

州
軍
治
)
、
下
位
(
豚
治
)
治
所
に
分
け
|
ス
キ
ナ
l
の
治
所
区
分
を
宋
に
合

わ
せ
て
ア
レ
ン
ジ
し
た
も
の
|
、
華
北
・
華
南
と
華
中
に
於
て
封
比
す
る
。
そ

し
て
行
政
ラ

ン
ク
と
威
周
規
模
が
劉
肺
出
し
合
っ
て
い
る
|
行
政
と
経
済
の
針
路

|
筆
中
に
都
市
化
の
合
理
性
を
見
出
す
e

都
市
の
複
合
問
機
能
を
考
え
る
時
、
成
郭
規
模
の
大
小
の
把
え
方
は
複
雑
な

も
の
に
な
ら
ざ
る
を
得
な
い
が
、
著
者
は
敢
え
て
一
つ
の
方
向
性
を
打
ち
出

し
、
史
料
の
関
係
上
園
都
に
関
心
が
集
中
せ
ざ
る
を
得
な
い
都
市
研
究
に
風
穴

を
開
け
よ
う
と
す
る
。

唯
、
著
者
自
身
「
過
渡
的
概
括
」
と
断
っ
て
い
る
よ
う
に
デ
ー
タ
が
未
だ
整

理
さ
れ
て
い
な
い
。
推
論
に
大
き
な
繁
化
が
出
る
わ
け
で
は
な
い
が
、
洪
州
の

成
周
倍
増
(
唐
元
和
の
意
丹
に
よ
る
〉
が
見
逃
さ
れ
て
い
た
り
、
永
州
に
つ
い

て
洪
武
期
の
檎
庚
の
数
字
を
掲
げ
た
り
、
桂
州
と
源
州
の
減
周
を
混
同
(
『
可

驚
績
藁
後
集
』
巻
五
に
よ
れ
ば
、
佳
州
六
皇
、
海
州
二
十
五
里
)
す
る
?
な
ど

の
ミ
ス
も
あ
る
。
第
二
、
三
節
の
完
成
度
と
封
照
的
だ
が
、
こ
れ
は
従
来
の
研

究
伏
況
を
そ
の
ま
ま
映
し
出
し
て
い
る
と
言
え
る
。
扱
張
の
時
期
的
問
題
な
ど

も
含
め
、
著
者
も
言
わ
れ
る
よ
う
に
「
将
来
の
総
合
」
に
ま
つ
所
が
大
き
い
。

第
二
節
で
は
人
口
百
五
十
蔦
(
臨
安
の
人
口
に
つ
い
て
は
「
南
宋
臨
安
の
人

口
再
読
」
待
粂
山
論
叢
七
、
一
九
七
回
な
ど
で
著
者
が
早
く
か
ら
注
意
し
て
い

る
〉
の
内
、
官
・
忍
円
・
軍
が
約
三
分
の
こ
を
占
め
る
首
都
を
単
純
に
官
吏
都
市

と
規
定
す
る
の
で
な
く
、
そ
の
供
給
(
官
府
の
供
給
能
力
は

一
四
%
に
過
ぎ
な

い
〉
を
支
え
る
重
層
の
市
場
圏
組
織
の
分
析
の
必
要
性
が
読
か
れ
る
。

組
織
の
中
樋
を
な
す
「
経
済
ゾ
l
ン
」
と
こ
れ
に
近
接
し
て
供
給
を
仰
ぐ

「
官
紳
ゾ
l
ン
」
、
さ
ら
に
「
文
化
・
宗
教
ゾ
l
ン
」
の
設
定
、
諸
機
能
の
分

析
は
第
三
節
で
行
わ
れ
る
。
著
者
は
こ
れ
を
単
な
る
特
殊
事
例
に
押
し
込
め

ず
、
都
市
論
全
鐙
の
中
に
位
置
づ
け
よ
う
と
す
る
。
停
統
的
ノ
ル
ム
と
現
貫
主

義
の
せ
め
ぎ
合
い
、
諸
機
能

・
各
ゾ
l
γ
の
複
合
陸
と
し
て
都
市
を
把
え
る
覗

黙
は
前
掲
の
章
氏
ら
の
立
場
と
共
通
し
て
お
り
、
都
市
情
景
の
精
細
な
描
篤
と

直
線
的
、
一

義
的
な
レ
ッ
テ
ル
貼
り
の
雨
極
に
引
き
裂
か
れ
た
感
の
あ
る
研
究

紋
況
の
中
で
今
後
も
深
め
ら
れ
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

五
、
局
地
的
事
例

長
江
下
流
域
か
ら
は
湖
州
、
徽
州
、
更
に
中
流
域
か
ら
江
西
の
亥
州
、
湖
北

の
漢
陽
軍
の
事
例
を
そ
れ
ぞ
れ
と
り
あ
げ
、
定
住
と
開
設
、
水
利
の
沿
革
、
人

土
の
途
径
、
地
方
官
の
荒
政
な
ど
宋
代
の
地
域
社
禽
の
多
面
的
叙
述
が
試
み
ら

れ
て
い
る
。

。
湖
州

山
地
と
低
地
の
爾
様
の
地
文
を
擁
す
る
湖
州
は
既
に
確
認
し
た
定
住
の
低
緑

地
抜
大
の
モ
デ
ル
ケ
ー
ス
で
あ
り
、
そ
の
定
住
搬
張
と
行
政
の
区
分
設
定
の
飛

離
|
自
然
村
と
郷
里
制
ー
が
強
調
さ
れ
る
。
ま
た
、
次
の
徽
州
の
検
討
に
も
言

え
る
こ
と
だ
が
、
著
者
は
進
士
の
地
域
的
分
布
に
留
意
し
、
『
成
化
湖
州
府

士
山
』
巻
九
(
『
嘉
靖
湖
州
府
志
』
各
五
の
誤
り
?
)
所
載
の
宋
一
代
の
登
第
者

五
二
二
名
の
五
六
%
が
低
地
の
勝
安
豚
に
集
中
し
て
い
る
こ
と
を
指
摘
し
て
い

る
。
地
域
社
舎
に
於
け
る
メ
リ
ト
ク
ラ
シ
l
の
形
成
に
意
を
用
い
た
黙
は
、
後

に
前
掲
チ
ャ
フ
ィ

l
の
研
究
に
よ
っ
て
全
園
規
模
で
検
討
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ

た
。
そ
れ
に
よ
る
と
湖
州
の
進
士
が
南
宋
に
於
て
は
伸
び
を
紋
く
こ
と
、
解
試

↓
省
試
ル

l
ト
以
外
の
特
別
試
出
身
者
の
割
合
が
高
い
こ
と
が
讃
み
と
れ
る
。

こ
れ
は
蘇
州
型
に
近
く
、
低
地
へ
の
集
中
と
共
に
勢
豪
の
存
在
を
示
し
て
い
る

と
恩
わ
れ
る
〈
越
氏
宗
室
準
土
の
多
さ
〉
。

な
お
、
著
者
は
モ
デ
ル
ケ
ー
ス
と
し
て
の
湖
州
を
と
り
わ
け
重
視
し
、
本
書

-150ー
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収
録
の
も
の
の
ほ
か
に
、

還
暦
記
念
策
洋
史
論
叢
、

。
徽
州

「
山
多
国
少
」

l
山
村
型
の
低
生
産
地
、
徽
州
が
と
り
わ
け
注
視
を
浴
び
る

の
は
明
以
降
で
あ
る
が
、
こ
の
新
安
詩
人
の
擦
箆
の
地
の
原
型
が
宋
代
に
於
て

と
り
出
さ
れ
る
。
徽
州
は
史
料
的
に
ユ
ニ
ー
ク
な
と
こ
ろ
で
、
名
族
志
・
族
譜

が
数
多
く
残
さ
れ
、
『
新
安
士
山
』
に
於
て
も
地
域
の
妥
展
が
、
在
氏
そ
の
他
の
大

族
の
褒
展
と
重
ね
合
わ
せ
て
錨
か
れ
て
い
る
。
開
設
の
鼻
租
、在
牽
は
惰
末
の

一

群
雄
で
、
や
が
て
廟
記
さ
れ
て
地
域
一
柳
と
な
っ
て
ゆ
く
。
著
者
に
は
「
中
閣
の

祭
紀
共
同
種
」
(
祉
曾
綬
済
史
皐
四
四
|
四
、
-
九
七
八
〉
と
い
う
皐
界
展
望

も
あ
り
、
恐
ら
く
徽
州
の
こ
う
し
た
特
徴
も
著
者
の
関
心
の
引
き
金
と
な
っ
た

の
で
は
な
い
か
と
推
測
さ
れ
る
。

こ
の
在
氏
を
中
心
と
し
て
唐
以
降
組
織
的
な
開
設
、
労
働
集
約
化
が
進
ん
だ

に
も
拘
ら
ず
、
地
形
の
ハ
ン
デ
の
た
め
に
産
業
の
特
化
、
一
商
業
志
向
が
生
じ
た

過
程
、
致
富
へ
向
け
ら
れ
た
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
登
科
に
振
り
向
け
ら
れ
る
様
が
描

き
出
さ
れ
る
。
商
、
宣
へ
の
志
向
と
言
え
ば
、
一
隅

・
建
・
温

・
輿
化
軍
が
名
高

い
が
、
徽
州
は
そ
れ
程
で
は
な
く
(
一
悶
・
建
に
は
-
回
に
八
千
l
-
高
の
受
験

者
が
殺
到
し
た
の
に
封
し
、
『
弘
治
徽
州
府
士
山
』
巻
六
に
よ
れ
ば
、
徽
州
の
解

試
受
験
者
は
年
千
二
百
人
程
度
〉
、
江
南
で
と
り
た
て
て
目
立
っ
た
数
字
で
は

な
い
が
、
進
士
の
内
誇
に
特
色
が
見
ら
れ
る
。
六
朝
来
の
大
族
の
優
勢
が
そ
れ

で
あ
る
。
こ
こ
に
著
者
は
、
関
裂
を
リ
ー
ド
し
た
諸
族
に
於
て
小
宗
分
立
が
進

行
し
な
が
ら
も
、
な
お
族
的
結
合
が
輩
固
に
保
た
れ
て
い
る
詮
抽
揮
を
見
い
出

す
。
登
科
者
を
出
す
た
め
の
族
的
戦
略
に
注
目
す
る
の
で
あ
る
。

族
的
結
合
の
「
強
度
」
と
い
う
概
念
は
デ
リ
ケ
ー
ト
な
操
作
を
必
要
と
す

る
。
例
え
ば
、
準
土
を
最
も
多
く
出
し
た
狂
氏
の
族
譜
(
『
休
寧
西
門
狂
氏
族

「
宋
代
の
湖
州
に
お
け
る
銀
市
の
裂
展
」

一
九
七
五
)
な
ど
の
論
考
が
あ
る
。

(
榎
博
士

譜
』
等
〉
を
み
る
と
、

か
な
り
頻
繁
仇
移
住
、
分
宗
が
見
ら
れ
る
。
こ
れ
を
繋

ぐ
紳
を
ど
う
評
債
す
る
か
は
ハ
イ
ム
ズ
等
地
域
エ
リ
ー
ト
研
究
の
盛
ん
な
米
園

で
も
争
勲
と
な
っ
て
お
り
、

今
後
議
論
が
盆
々
深
ま
る
だ
ろ
う
。

。
亥
州

高
暦
重
修
『
愛
州
府
志
』
に
残
さ
れ
た
宋
賓
慶
年
聞
の
「
李
渠
志
」
を
手
掛

り
に
、
水
利
の
安
定
と
居
住
環
境
の
改
良
へ
向
け
て
の
管
埼
か
叙
述
さ
れ
る
。

「
李
渠
士
山
」
の
特
徴
は
そ
の
維
持
組
織
を
詳
細
に
博
え
て
い
る
黙
に
あ
り
、
渠

長
(
州
土
十
人
の
合
議
集
園
〉
、
甲
戸
〈
食
利
市
民
〉
、
阪
戸
(
受
盆
農
戸
〉
そ

し
て
役
失
ク
ラ
ス
の
農
戸
〈
賃
金
支
給
)
の
分
業
関
係
が
記
さ
れ
て
い
る
。

著
者
は
渠
長
の
合
議
制
に
「
都
市
参
事
舎
」
の
萌
芽
を
見
い
出
し
て
い
る

が
、
こ
れ
は
後
世
の
郷
紳
と
都
市
管
理
の
問
題
を
念
頭
に
置
い
て
の
こ
と
で
あ

ろ
う
。
郷
紳
の
掲
資
が
岡
県
に
貧
現
す
る
の
は
清
代
を
ま
た
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た

が
、
そ
の
方
向
性
は
既
に
打
ち
出
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。

。
漢
陽
寧

こ
こ
で
は
地
方
官
サ
イ
ド
の
地
域
管
理
が
語
ら
れ
る
。
師
朱
子
の
風
を
承
け

て
地
域
行
政
に
手
腕
を
揮
っ
た
寅
聡
が
嘉
定
年
聞
に
骨
白
地
に
着
任
し
て
、
荒
政

に
嘗
っ
た
際
の
史
料
が
ま
と
ま
っ
た
形
で
残
さ
れ
て
い
る
。
史
料
の
制
約
も
あ

っ
て
、
地
域
行
政
と
言
う
と
水
利
改
修
に
話
題
か
集
中
し
が
ち
だ
が
、
秋
苗
負

猪
額
、
郷
村
組
織
、
住
民
の
生
産
形
態
、
戸
口
分
布
、
流
通
に
謝
す
る
黄
訴
の

言
及
を
再
編
成
し
て
、
問
題
か
多
角
的
に
把
え
ら
れ
る
。
黄
訴
の
非
凡
が
恰
好

の
史
料
を
提
供
し
た
わ
け
で
、
こ
れ
だ
け
の
密
度
で
事
例
研
究
を
す
る
途
は
狭

い
の
か
も
し
れ
な
い
。

然
し
、
地
方
行
政
の
貧
態
、
腐
敗
と
は
別
に
、
行
政
が
ど
こ
ま
で
機
能
し
う

る
か
を
見
究
め
る
作
業
は
必
要
で
、
そ
の
結
本
節
は
一
つ
の
モ
デ
ル
と
な
ろ

久
ノ
。
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以
上
の
事
例
研
究
は
個
々
に
成
り
立
ち
も
異
な
り
、
地
域
的
に
も
多
様
で
あ

る
が
、
宋
代
の
地
域
社
舎
を
そ
れ
ぞ
れ
の
個
別
特
殊
性
に
卸
し
つ
つ
、
構
造
と

し
て
普
週
化
し
て
い
く
上
で
の
重
要
な
競
貼
が
殆
ん
ど
全
て
含
ま
れ
て
い
る
と

言
っ
て
よ
い
だ
ろ
う
。

後
篇
寧
紹
豆
地
域
の
経
済
景
況

寧
波
と
紹
興
は
、
唐
の
半
ば
ま
で
一
州
を
構
成
し
、
前
面
に
海
潮
の
粛
す
沙

堆
が
微
古
同
地
を
形
づ
く
り
、
背
面
に
山
地
を
控
え
た
地
形
、
進
士
合
格
率
の
高

さ
、
人
口
の
綱
密
と
こ
れ
を
支
え
る
市
場
経
済
の
設
逮
に
共
通
し
た
特
徴
が
見

出
さ
れ
る
。
そ
し
て

「寧
紹
智
」
が
夜
生
し
た
極
め
て
興
味
深
い
地
域
で
あ

る
。
特
に
著
者
の
関
心
は
こ
の
前
近
代
最
後
列
に
位
置
す
る
パ
ロ
キ
ア
ル
な
祉

禽
集
闘
が
生
ま
れ
出
る
背
景
に
向
け
ら
れ
て
い
る
。

。
寧
波

所
爽
河
に
よ
っ
て
杭
州
と
結
ば
れ
、
大
運
河
の
延
長
線
上
に
位
置
づ
け
ら
れ

た
こ
と
か
ら
、
明
州
の
設
展
が
始
ま
る
。

交
通
上
の
地
位
の
高
ま
り
に
つ
れ

て
、
六
朝
期
に
は
山
麓
に
止
ま
っ
て
い
た
開
設
が
内
陸
卒
野
部
に
ま
で
及
ぼ
さ

れ
た
の
で
あ
る
。
唐
代
後
半
以
降
、
地
方
官
の
水
利
改
修
が
史
乗
に
と
ど
め
ら

れ
る
よ
う
に
な
り
、
と
り
わ
け
王
元
障
の
名
は
一
帯
の
人
々
に
永
く
記
憶
さ
れ

る
こ
と
に
な
る
。
ま
た
、
沿
海
部
の
竪
害
に
封
し
て
も
北
宋
中
期
以
降
、
防
海

塘
の
築
造
が
進
ん
で
ゆ
く
。

然
し
、
容
波
を
特
徴
つ
け
る
の
は
や
は
り
交
通
上
の
地
位
に
よ
っ
て
資
さ
れ

る
産
業
の
分
化
と
都
市
化
現
象
で
あ
る
。
宋
の
南
遜
に
よ
り
、
首
都
の
外
港
と

し
て
の
地
位
を
確
立
し
、
都
市
的
繁
栄
が
誠
歌
さ
れ
る
。
そ
れ
に
封
し
、
後
背

地
農
村
は
首
時
の
技
術
的
制
約
の
下
で
既
に
生
産
カ
的
限
界
に
達
し
て
い
た
こ

と
が
注
意
さ
れ
る
。
更
に
元
末
の
反
蹴
、
明
の
海
禁
は
都
市
設
迷
に
ま
で
停
滞

を
資
し
、
宋
賓
慶
か
ら
明
成
化
に
か
け
て
の
二
百
五
十
年
聞
に
市
場
の
数
は
殆

ん
ど
脱皮
わ
っ
て
い
な
い
。

と
こ
ろ
が
、
明
中
期
以
降
、
一
中
野
の
水
利
再
編
、
沿
岸
貿
易
の
再
起
と
共
に

一商業
化
の
ベ

l
ス
が
再
加
速
す
る
。
北
貨
と
南
貨
の
集
散
地
、
北
鴛
と
南
制
閣
の

舎
合
貼
と
な
り
、
成
化
か
ら
嘉
痛
に
か
け
て
七
つ
の
定
期
市
が
新
た
に
興
っ
て

い
る
。
紳
士
、
富
商
の
影
響
下
に
水
路
が
精
級
化
さ
れ
、
ま
た
農
村
市
場
網
も

機
充
さ
れ
て
農
村
経
済
は
「
古
典
的
完
成
」
の
域
に
達
し
た
と
さ
れ
、
-
方
で

の
土
地
保
有
の
零
細
化
、
副
業
的
職
業
の
分
化
、
漁
業
へ
の
専
化
が
述
べ
ら
れ

る。
次
い
で
ウ
ェ

l
パ
l
の
『
儒
教
と
道
教
』
の
種
本
の
一
つ
で
あ
る
中
園
人
皐

者
の
慣
行
調
査
、
『
民
園
都
豚
通
士
山
』
等
に
よ
っ
て
、
清
末
の
都
市
内
部
で
の

職
業
分
化
、
問
屋
制
、
銭
妊
の
組
織
、
制
旧
船
業
を
始
め
と
す
る
各
種
ギ
ル
ド
、

不
動
産
、
課
税
、
都
市
管
理
、
廟
把
な
ど
多
様
な
側
面
が
と
り
あ
げ
ら
れ
る
。

こ
の
中
で
寧
波
一
商
一
人
の
動
向
が
特
筆
さ
れ
て
い
る
。
徽
州
、
滋
泉
一商
人
と
の

競
争
に
よ
っ

て
設
財
の
才
を
・
賠
い
て
き
た
彼
ら
は
銭
妊
組
織
を
夜
蓬
さ
せ
、
上

海
が
開
港
後
、
寧
波
の
地
位
を
奪
い
取
る
と
、
逆
に
上
海
そ
の
他
各
地
へ
進

出
、
披
散
し
て
成
功
を
牧
め
る
(
著
者
に
は
『
函
館
華
僑
資
料
集
成
』
な
ど
一

連
の
在
日
華
僑
研
究
が
あ
る
)
こ
と
は
有
名
で
あ
る
。
特
に
そ
の
進
出
が
中
園

有
数
の
宗
族
組
織
の
戟
略
に
よ
っ
て
い
る
こ
と
は
注
目
さ
れ
る
。

そ
の
船
舶
、
本
章
の
附
表
「
寧
波
郵
豚
主
要
姓
氏
・
来
歴
・
移
住
・
就
業
資

料
」
は
興
味
を
惹
く
。
た
だ
、
残
念
な
こ
と
に
備
考
程
度
の
扱
い
で
、
そ
れ
以

上
の
分
析
が
加
え
ら
れ
て
い
な
い
。
か
な
り
ま
と
ま
っ
た
史
料
だ
け
に
更
に
検

討
が
望
ま
れ
る
。

。
紹
興

い
ず
れ
も
詳
細
な
水
利
史
料
を
軸
と
し
た
論
考
で
あ
る
。
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i
ま
ず
、
明
末
溝
初
の
毛
奇
齢
の
『
湘
湖
水
利
士
山
』
と
約
一
世
紀
後
の
郷
紳
、

於
士
通
の
『
湘
湖
考
略
』
を
比
較
考
量
し
、
一
代
の
碩
皐
が
湖
田
侵
占
に
向
け

て
放
っ
た
鋭
い
批
判
の
矢
と
、
狂
輝
租
ら
の
推
賞
を
受
け
な
が
ら
も
控
え
目
に

提
示
さ
れ
た
改
良
主
義
的
技
術
論
の
差
の
よ
っ
て
き
た
る
と
こ
ろ
が
追
究
さ
れ

る。

573 

湖
を
め
ぐ
る
攻
防
が
、
攻
め
る
側
の
投
獄
等
の
手
段
に
よ
る
な
し
く
ず
し
の

既
成
事
質
化
、
防
ぐ
側
の
「
均
水
約
束
」
等
の
水
利
記
録
の
刻
石
、
重
刊
に
よ

る
停
承
を
か
ら
め
て
描
か
れ
、
極
め
て
生
彩
に
富
ん
だ
叙
述
と
な
っ
て
い
る
。

た
だ
、
「
郷
官
」
の
語
の
定
義
が
些
か
暖
味
で
、
地
方
官
と
解
さ
れ
て
い
る
所

が
あ
る
の
が
気
に
か
か
っ
た
。
「
世
食
爵
糠
之
家
」
と
あ
る
し
、
毛
奇
齢
自
身

郷
官
と
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
こ
の
史
料
に
闘
す
る
限
り
、
郷
紳
に
近
い

意
味
と
と
る
べ
き
だ
ろ
う
。

次
い
で
と
り
あ
げ
ら
れ
る
の
は
粛
山
懸
の
天
袋
中
郷
の
村
民
結
社
が
印
行
し

た
「
腕
駅
間
改
嘱
篤
橋
始
末
記
」
で
あ
る
。
こ
れ
は
紹
興
地
区
の
大
プ
ロ
ジ

z
p

ト
、
三
江
間
組
織
の
完
成
の
陰
で
庚
域
水
利
の
犠
牲
と
な
っ
た
腕
渓
項
外
の
天

築
郷
民
の
苦
闘
の
結
目
闘
で
あ
る
。
住
民
た
ち
は
公
卒
に
水
利
問
題
を
論
じ
た
明

末
清
一
初
の
郷
紳
劉
宗
周
の
先
縦
を
慕
い
つ
つ
(
劉
公
洞
の
建
立
〉
、
自
ら
の
手

で
小
規
模
な
が
ら
水
利
施
設
を
つ
く
り
、
民
園
期
に
四
十
人
村
聯
合
舎
を
成
立

さ
せ
、
項
内
民
の
妨
害
に
遭
い
な
が
ら
迭
に
時
四
唄
を
か
ち
取
る
。

水
利
を
め
ぐ
っ
て
、
郷
紳
の
動
向
と
住
民
の
カ
が
如
何
な
る
形
で
表
れ
る
か

を
迫
跡
し
、
「
迭
地
」
が
一
つ
の
統
合
さ
れ
た
地
域
へ
と
成
長
し
て
い
く
過
程

を
述
べ
て
い
る
が
、
こ
う
し
て
描
き
出
さ
れ
た
イ
メ
ー
ジ
を
、
嘗
該
地
域
を
扱

っ
た
コ

l
ル
の
著
作
と
比
べ
て
み
る
と
興
味
深
い
か
も
し
れ
な
い
。

キ

*

F
b
同
曲
目
芯
の
』
H
E
O
E
何

E
S宮
|
中
関
と
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
「
等
償
性
」
|
無

論
、
プ
ロ

l
デ
ル
は
車
純
に
爾
世
界
を
類
比
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
爾
世

界
を
全
鐙
論
的
に
つ
き
あ
わ
せ
て
み
る
こ
と
、
そ
の
時
の
手
段
が
数
量
化
な
の

で
あ
る
。

本
書
の
試
み
も
そ
れ
と
ほ
ぼ
同
じ
企
園
を
持
っ
て
い
る
。
停
統
的
な
史
料
撃

の
偉
業
の
前
に
蹄
跨
す
る
こ
と
な
く
、
一
歩
庚
野
へ
踏
み
出
し
て
眺
望
を
切
り

拓
く
こ
と
が
目
指
さ
れ
て
い
る
。
そ
う
し
た
意
味
で
本
書
自
慢
が
一
つ
の
コ
ン

ジ
ョ
ン
ク
チ
ュ

I
ル
に
蛍
た
っ
て
い
る
と
言
え
る
か
も
し
れ
な
い
。

本
書
の
出
現
で
、
宋
代
史
は
各
分
野
に
専
者
を
持
つ
に
至
っ
た
。
こ
れ
ま
た

一
つ
の
縛
機
で
あ
る
。
そ
う
し
た
時
期
に
際
曾
し
て
、
進
路
を
探
し
あ
ぐ
ね
て

い
る
と
の
撃
も
よ
く
耳
に
す
る
。
そ
の
貼
、
本
書
は
確
寅
に
導
き
の
糸
と
な
ろ

う
が
、
但
し
、
著
者
が
麟
使
す
る
「
都
市
化
」
(
ロ
円

E
口百
E
S〉
等
の
用
語
概

念
に
(
評
者
の
み
の
感
想
か
も
し
れ
な
い
が
〉
何
が
し
か
異
和
感
が
つ
き
ま
と

う
。
そ
の
異
和
感
を
つ
き
つ
め
て
い
く
こ
と
が
、
海
外
の
研
究
者
た
ち
と
共
通

の
基
盤
に
立
っ
て
議
論
を
深
め
る
震
の
前
提
に
な
る
と
思
う
。

最
後
に
、
大
著
な
る
が
故
に
己
む
を
得
な
い
史
料
引
用
等
の
問
題
船
舶
を
若
干

指
摘
し
て
、
些
か
な
り
と
も
評
者
の
責
を
塞
ぎ
た
い
。

山
頁
6
行
、
漫
塘
劉
先
生
文
前
集
↓
俳
句
-
て
川
|
7
、
「
屯
田
の
兵
卒
」

は
ん
じ

は
削
除
、
山
|
日
、
房
陵
動
農
文
「
汝
・
房
民
」
↓
「
汝
、
房
民
」
、
山
|
2
、

江
湖
長
翁
文
集
各
五
↓
六
、
川

l
u、
繁
祷
集
「
嘉
定
二
年
」
↓
「
四
年
」
、

同
!
日
、
景
定
建
康
キ
雀
一
一
一
一
↓
二
一
二
、
川
4
、
荊
陽
↓
荊
・
揚
(
由
主甫
泥

の
文
集
に
よ
る
〉
、
川
|
表
1
、
和
州
畝
枚
量
ハ
一
-
九

O
〉
↓
折
支
分
、
川

l
倒
、
成
化
湖
州
府
志
各
七
一
↓
八
、
同
ー
刷
、
土
戸
の
み
↓
僑
客
等
合
わ
せ

て
一
ご
凶
一
二
八
、
同
側
、
二

O
寓
↓
二
二
高
、
山
|
刷
、
淳
照
新
安
志
各

四
↓
一
、
同
l
M
W、
成
化
湖
州
府
志
径
四
↓
八
、

m
l刷
、
淳
照
巌
州
園
経
巻

二
↓
て

m
l
5
、
子
醐
↓
頗
、
川

1
1、
銭
六

O
蔦
↓
二
ハ

O
高
、
相
側
二
七
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O
高
↓
三
七
O
高
、
粟
及
び
↓
莱
豆
及
び
、
川
ー
3
、
成
卒
一
二
四
七
寓
↓
一

二
高
五
千、

就
糧
禁
軍
六
市
内
七

O
O
O↓
六
高
二
七

O
O、
m
l
口、

金
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八
寓
↓
{
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、
同
l
u
、
米

一
O
石
↓
一

七
石
、
山

口、

歳
費
銭
二
六
五

O

高
↓
一
一
六
六
五
官
問
、

M
l
2
、
一
五
六
蔦
↓

一
七
六
高
、
川

l
u、
顧
券
↓
雇

募、

m
l表
、
士
尺
撫
州
↓
士
口
、
信
州
、

m
i--
9
、
指
揮
使
↓
指
使
、

m
-

6
、
寧
宗
朝
一

O
O高
石
↓
一
五

O
蔦
石
、
同

1
9、
江
南
↓
江
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、
別
刷
、

食
貨
四

O
ー
-
↓
一
一
一
九
l
一一一六
、
同
ー
刷
、
二
五
、
二
六
↓
二
八
、

m
l刷
、

水
心
集
忽
-
一
、
丘
(
総
鍛
↓
五
、
丘
(
総
論
、
加
|
側
、
=
一
年
間
七
月
二
十
八
日

↓
二
年
八
月
一
一
一
目
、
十
二
日
、

m
l
表
、
景
定
志
↓
嘉
定
志
、

m
l表
、
止
堂

集

一
-
↓
一
二
、

那
州
昔
、
六
六
O
O除
石
↓
六
六

0
0
0、
川
ー
表
、
二
七

1

六
七
↓
六
、
七
、

m
l
表
、
降
輿
元
年
江
西
路

一
O
寓
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↓
二
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首問
、
二
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四
O
高
、
赴
都
州
、
岳
州
↓
江
州
、
湖
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五
世
間
石
↓

一
O
高
、
那
州
↓

邸
州
、
京
西
赴
那
州
↓
部
州
、
後
村
先
生
大
全
集
七
八
↓
八
七
、
川
|
表
、
乾

道
三
年
五
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↓
正
月
、
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表
、
淳
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十
三
年
六
月
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十
月
、
常
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一

O
高
石

↓
一

二
高
、
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表
、
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三
年
米
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企
画
問
石
↓

一
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首
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1

表
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元
年
一

O
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石
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二
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O
高
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↓
四

O
高
、
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表
、
湖
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、
品
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要

食
貨

一
四
↓
四
一

、
淳
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年
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二
年
九
月
、
川
1

表
、
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銀
江
士
山

一
!
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一
、
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表
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化
、
四
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一
一
↓
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四
、
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、
定
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、
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図
二
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二
て
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の
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、
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四
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∞
叶
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6
〉
『
大
明
曾
血
ハ
』
に
は
嘉
興
府
の
数
字
が
載
せ
ら
れ
て
い
な
い
の
で
、

人
口
密
度
の
グ
ラ
フ
か
ら
も
は
ず
さ
れ
て
し
ま
っ
て
い
る
が
、
例
え
ば

寓
暦
『
嘉
輿
府
士
官
に
洪
武
一
初
の
戸
数
三
二
七
五
三
こ
を
載
せ
て
お

り、

統
計
年
は
違
う
も
の
の
松
江
府
の
数
字
と
合
わ
せ
て
み
た
も
の
を

参
考
と
し
て
掲
げ
て
お
い
て
も
よ
い
の
で
は
な
い
か
と
思
う
。
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五
四
運
動
の
研
究
第
四
函

国
救
園
十
人
圏
運
動
の
研
究

野

信
碕

横

宏

山

章

本
論
文
(
室
田
〉
は
京
都
大
皐
人
文
科
皐
研
究
所
共
同
研
究
報
告
『
五
四
運
動

の
研
究
』
第
四
函
第
十
三
分
明
で
あ
る
。
一
連
の
秀
作
を
護
表
し
て
い
る
『
五

四
運
動
の
研
究
』
に
つ
い
て
は
、
今
夏
紹
介
す
る
必
要
も
あ
る
ま
い
。

て
寅
事
求
是
の
精
紳
で
研
究

五
回
運
動
は
、
複
雑
で
多
様
な
側
面
を
内
包
し
た
運
動
で
あ
る
。
小
野
教
授

は
五
四
運
動
の
多
様
な
側
面
の
な
か
で
も
、
特
に
大
衆
運
動
の
側
面
に
多
大
な

関
心
を
も
っ
て
こ
れ
ま
で
も
多
く
の
論
文
を
設
表
し
て
い
る
。
本
論
も
そ
の
一

環
で
あ
る
。
な
ぜ
救
園
十
人
圏
運
動
を
研
究
封
象
に
と
り
あ
げ
た
か
。

五
四
運
動
が
展
開
さ
れ
て
い
た
嘗
時
は
救
圏
十
人
圏
の
活
動
が
非
常
に
注
目

さ
れ
て
い
た
。
と
こ
ろ
が
そ
の
後
の
中
園
共
産
黛
の
歴
史
解
律
の
な
か
で
は
、

極
め
て
無
視
さ
れ
て
い
る
と
い
う
現
賓
が
あ
る
。
そ
の
原
因
を
次
の
よ
う
に
指

摘
し
て
い
る
。

「
中
園
革
命
の
勝
利
と
い
う
到
達
貼
か
ら
振
り
か
え
る
と
き
、

そ
こ
で
の
運
動
を
捻
っ
た
人
び
と
は
と
く
に
頼
彰
す
る
に
は
値
し
な
い
か
、
あ

る
い
は
穎
彰
す
る
こ
と
が
好
ま
し
く
な
い
人
び
と
で
あ
っ
た
の
で
は
な
か
ろ
う

か」。た
し
か
に
五
四
運
動
の
直
後
に
中
園
共
産
黛
が
誕
生
し
、
そ
の
初
期
メ
ン
バ

ー
の
多
く
は
五
四
運
動
に
劃
し
て
陰
に
陽
に
関
係
し
て
い
た
。
だ
か
ら
彼
等
が

関
係
し
て
い
た
運
動
が
、
蛍
時
の
客
観
的
な
役
割
と
は
離
れ
て
、
主
観
的
に
高
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